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　読書の秋にちなんで、今月は文書館で所蔵する古い本をご紹介します。

【大日本史（だいにほんし）】

　写真は≪北御牧（きたみまき）国民学校≫

の古い管理シールが貼られた『大日本史』

 です。現在の北御牧小学校が、国民学校

と呼ばれていた時代の図書が、北御牧郷土

資料館に寄贈され、その閉館に伴い当文書

館に移管されました。

　国民学校時代の管理シールの下に、「東

御市文書館目録№」を付けて、大切に管理 　　　　北御牧郷土資料館移管資料№975

しています。

　時代劇の「水戸黄門（みとこうもん）」で知られる、江戸時代前期の水戸藩主である徳川光圀

（とくがわみつくに）が国の歴史をまとめるように命じて、江戸時代1657年（明暦3）から編

さんが始まり、1906年（明治39）まで249年の年月をかけて、完成しました。

　全397巻を１００冊にまとめられていますが、当文書館で台帳確認したところ、「九十三」

の１冊だけが抜けていました。

　　　北御牧国民学校のタグの下に

東御市文書館の管理№を付けています。 　　　　　　　中は大変きれいな美本の状態



【国民学校とは】

　1941年「国民学校令」により、≪小学校≫を≪国民学校≫に改めて、初等科を6年、高等科を

2年としました。

　これは、戦時体制にすぐ応じられるようにと言うことを、目的としたものでしたが、1945年

の第2次世界大戦が終戦を迎えて、２年後の1947年に「学校教育法」により、初等科はふたたび

≪小学校≫になりました。≪国民学校≫とはこの6年間の、小学校の事を指します。

【武田三代軍記（たけださんだい軍記）】
　とうみし とうぶ まち きたみまきむら

　東御市は平成16年に、東部町と北御牧村が合併してできた市ですが、東部町図書館で所蔵していた

古書類が、当文書館に移管されています。その中に、武田信玄・信虎・勝頼の軍記を書いた版木本が

あります。

東御市文書館管理目録№538 東部町図書館　昭和57.10.18受入（関実雄様より寄贈）

　　　　　　　　　　　【文書館展示ご案内コーナー】　　

　お歯黒壺（おはぐろつぼ）

お歯黒の墨（すみ）を入れていた、壺です。

　お歯黒とは歯を黒い墨で塗ることで、歯が黒くなることから

「おはぐろ」と呼ばれました。古くは上流の女性の間で始まり、

平安時代には位の高い男子も行いました。のちに民間にも流行

し、室町時代には女子が9歳頃になると成人の印に行いました。

江戸時代には結婚した女性は、全て行いました。 　お歯黒壺　資料目録№５７４
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